
地
学
ニ
ュ
ー
ス

―N5―

今岡照喜：北長門国定公園「青海島」のジオ
ツーリズム：ジオサイト 12の提案　2023年
10月，175ページ，A4判，2,530円（税込）

山口県長門市北部に位置する青海島は，全周が
約 28 km，本土とは全長 260 mの青海大橋によっ
てつながる陸

りくけいとう

繁島・沈水島である。著者の今岡照
喜先生は，山口大学を 2018年 3月に定年で退職
されたが，その後の研究成果も踏まえてこの本を
上梓された。著者は 30年以上におよぶ研究によっ
て，青海島を含む山口県北西部が 9,300 ～ 9,000
万年前（白亜紀）のカルデラ（「長門豊北カルデ
ラ」）形成を伴う大規模火山活動によって形成さ
れたことを明らかにされた。そのカルデラは，東
西 34 km以上，南北 14 km以上の規模で，地溝
に似た凹地状構造を持つことからグラーベン・カ
ルデラに分類される。本書は，グラーベン・カル
デラの形成過程を理解する上で鍵となる青海島の
地形・地質の重要な露頭を解説しつつ，この島独
特の自然と人間との共生関係も含めて青海島の魅
力を紹介している。また，青海島周辺海域の珍し
い海洋生物の話題が巻末にまとめられ，青海島の
海や大地を存分に楽しめる本に仕上がっている。
さて，本書は，令和元年から 5年にかけて地元 
紙『長門時事』の連載記事をもとに青海島の魅力
的なテーマを第 1話～第 19話に再編集したもの
で，最終の第 20話で 12か所のジオサイトを提案 
している。また自費出版本であるため，全ページ
オールカラーにも関わらず，低価格（税込 2,530
円）で購入できる点も魅力であろう。
青海島は明治時代から観光名所として全国的に
知られていた。第 1話では，大正の初期から島の 
観光開発に尽力した先人達の業績を紹介しつつ，
青海島の観光名所を概観している。第 2話からは
著者の専門である長門豊北カルデラの話が中心
となるが，コラムを設けて島の特産品や植性，そ
してこの地域独特の自然のなかで生活する人々の
営みが紹介されている。とくに第 6話「平家台： 
カルデラ火山の地下博物館」は，長門豊北カル
デラの発見に至る経緯が詳しく記述され，カルデ

ラ，ルーフペンダント，ルーフコンタクト，ウォー
ルコンタクトといった専門用語の解説，そしてカ
ラーの露頭写真を示しながら，まるでマグマ溜り
からカルデラの内部を眺めているような臨場感あ
ふれる説明が展開されている。そして第 18話「カ
ルデラの形成，そして形態と地下構造」では，青
海島を含む長門豊北カルデラの意義が説明され
ている。白亜紀に形成されたこのカルデラは，ちょ
うど良い具合に地形が侵食されたことで，マグマ
溜まりの上部を露出している。すなわち，現生の
火山では見ることのできない火山の地下構造がこ
の青海島では最もよく観察できる。そして第 20
話で，これら観察箇所を青海島のジオサイトに選
定し，それぞれを簡潔に紹介している。
このように本書は，青海島の観光名所を含む巡
検案内書であると同時に，露頭観察とそこから何
を読み取るのかという本質を踏まえた火山地質学
の教科書でもある。そしてこの本のもう一つの特
徴は，著者の青海島への愛情が垣間見えることで
はないだろうか。本書を読むと「青海島は 9300
～ 9000万年前の火山活動よって形成されたカル
デラの内部と底がパノラマのように観察できる素
晴らしい地質遺産（ジオサイト）である」ことが
理解でき，「多くの人にこのことを知ってもらい
たい」という著者の強い思いが伝わってくる。
ちなみに，本書は自費出版ゆえに，一般書店で
は入手できないので，本書を取り扱っている下記
へ直接問い合わせられたい1）2）。
なお，本書の執筆にあたり伊藤信行・永山伸一
両氏がそれぞれ取材と撮影に協力され，さらに巻
末付録に紹介されている「自然の水族館～湧昇流
と対馬海流が育んだ海洋生物の宝庫～」には，笹
川　勉・三好芳郁両氏が写真と情報を提供してい
る。
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